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瞬
画
一

THE
　
BRI
TIS
H　
JOURNAL　

FOR　
THE　
PHILOSOPHY　

OF
SCIENCE，

　
Vol．
　
VII，
　
No．
　
26，
　
Aug．
　
1956．

　
B
i
r
k
s，
　
G．
　
A
．
　
：
　
Towards　

a　
Science　

of　
Social　

Relations　
（
1）
．

　
Da
vies，
　
J．
　
T．
　
：
　
On　
ExtrapolatioR，

　
with　
Special　

Reference

　
　
　
　
to　
t
he‘
Age　
of　
the　
Universe’

．

　
B
u
ng
e
，
　
M
a
ri
o
：
　
D
o
　
C
omp
u
ter
s
　
T
hin
k
？
　
（
1）

THE　
JOURNAL　

OF　
PH
IL
OS
OP
NY
，
　
19
56
　
（
LI
II
）
．

　
Kadin
g，
　
D
ani
el：
　
R
e－
d
e
fin
i
ng　
r
vfo
r
al　
J
udg
m
ent
s
　
（
N
o．
　
17，

　
　
　
　
A
ug
t
ts
t
　
1
6）
．

　
P
a
tt
o
n，
　
T
ho
m
a
s
　
E
．
：
　
Re
a
son
i
ng　
in
　
M
o
ral
　
M
a
tte
r
s　
（
No．

　
　
　
　
i
7，
　
Au
g
u
s
t　
1
6）
．

　
Belof
f，
　
J
ehn
：
　
F
act
s
，
　
V
a
lue
s
，
　
a
R
d　
M
o
ral
　
Sol
i
psi
s
m　
（
No．

　
　
　
　
1
8，
　
Au
g
u
s
t　
3
0）
．

　
Re
in’
｝
，
　
Ro
bert：
　
Tlze　
Limits　
of　
Utility　

（
No．
　
18，
　
Augttst

　
　
　
　
　
　
30
）
．

　
Mi
imed，
　
Be
lla　
1
〈
．
：
　
Lewis　
and　
the　
Theory　
of　
Truth　
（
No．

　
　
　
　
19，
　
September　

13）
．

　
S
o
nt
a
g，
　
F
re
d
e
r
ick
：
　
Ph
i
los
o
phy
　
o
f
　
S
cie
n
ce　
an
d
　
t
he　
Re－

　
　
　
　
v圭
va
三
〇
f
　
C韮
ass圭
ca王
Ontology　

（
No．
20，
　
Septe鵬
b
er　
27）
．

　
D
o
aR
，
　
Fr
a
蝋
M
，
：
N
o
tat
i
ons
　
o
R
　
G
。
　
H
．
　
Me
a
d’
s　
Pr
incip王
e

　
　
　
　
．
of
　
So
ci
ali
t
y　
w
ith
　
Sp
e
cia
l
　
R
e
fer
e
Rce
　
to
　
Tr
ansforma－

　
　
　
　
tions　
（
No．
　
2e，
　
September　

27）
．

　
Feibleman，

　
James　
K．
　
：
　
On　
Quality　

（
No．
　
21，
　
October　

11）
．

紹
く

　
Daya；
Tぬ
e　
Moral　
and　
the　
Axlo］
ogical‘

‘
Ought，
し
A籍

　
　
　
　
Attempt　

ae　
a　
Distinction　

（
No．
　
21，
　
Octobcr　

11）
．

THE　
JOURNAL　

OF　
SYMBOLIC　

LOGIC，
　
Vol．
　
21，
　
No．
　
2，

June，
　
1956．

　
Ackerinann，

　
Wilhelrn：

　
Begrimdung　

einer　
strengen　

lm－

　
　
　
　
P二
三
kation．

　
Montague，

　
Richard　

and　
Henkin，

　
Leon：
　
On　
the　
definif

　
　
　
　
tion　
of　
‘
formal　
deduction　

1

　
Shepherdson，

　
」
　
C．
　
：
　
On　
the　
interpretation　

of　
Aristotelian

　
　
　
　
syllogistic．

　
Quine，
　
W．
　
V．
　
：
　
On　
formulas　

wi＃
h　
valid　
cases．

　
Kemeny，
　
John　
G．
　
：
　
A　
new　
approacli　

to　
semantics－

Part
　
　
　
　
王
1．

　
Robinson，

　
Raphael　

M，
　
：
　
Arithmetical　

representation　
of

　
　
　
　
recursively　

enumerable　
sets．

MIND，
　
VoL　
LXV；
　
No．
　
259，
　
July，
　
1956．

　
Frege，
　
Gottlub：

　
The　
Thought：

　
a　
Logical　

lnquiry．

　
Benjamin，

　
B．
　
S．
：
　
Remembering．

　
Whiteley，

　
C．
　
H．
：
　
］
）
v｛
eaning　

and　
Osteng．

　
ive　
Definition．

　
Wilson，

　
N．
　
L．
：
　
Existence　

AssuinptioRs　
and　
Contingent

　
　
　
　
Meaningfulness．

　
Chastaing，

　
M．
：
　
Consciousness　

and　
Evidence．

　
Hamlyn，
　
D．
　
W．
：
　
Analytic　

Truths．

　
Baker，
　
A．
　
」
．
　
：
　
Presupposition　

and　
Types　
of　
Clause．

　
　
　
　
　
〔
同
誌
No，
258は
未
到
着
〕

ARCHIV　
FUR　
PHILOSOPHIE，

6！
ト
z，
　
Januar　
1956．

　
Heinemann，

　
Fritz：
　
Vrsprung　

und　
Wiederholung．

　
Adorno，
　
Theodor　

W．
　
：
　
Spezies　

und　
lntention．

　
Juhos，
　
Bela　
：
　
Die　
relgursive　

Definition　
der　
，
，
　
Wahrheit　

”
．



卜O朝

Scholz，
　
1－
leinrich：

　
Zur　
1〈
ant／
ischen　
T．
ehre　
von　
der　
Zeit．

Pet
er，
　
Han
s　
：
　
Ub
e
r　
i
n
’
og
l
ich
k
eit
　
unc
l
　
Gr
e
nze
n
　
po
sitiver

　
　
　
Wer
tpr
iRzip
ien
　
in
　
der
　
Eth
i
k．

Pa
t
zig
，
　
G
Unt
h
er：
　
D
e
r　
G
eda
n
ke　
ein
e
s　
1
〈
a
t
ego
r
isc
h
en　
lm－

　
　
　
p
ey
a
t
i
vs
．

Fre
iherr
　
von　
Br
ande
n
ste
i
n，
　
B
61a
　
：
　
D
i
e　
P
b
ilo
s
oph
i
e　
Sche－

　
　
　
lli
ngs
　
un
d　
ihr
e
　
Be
d
eut
u
ng　
f
Ur　
u
nse
r
e　
Z
e
it．

E
bb
in
gh
au
s，
　
J
ul
it
is：
　
I
l
eri
h
ann
　
Co
h
en　
als
　
Ph
i
tos
o
pli　
und

　
　
　
P
ub
l
i
z
is
t
．

M
o
l
it
o
r，
　
Ar
n
ul
f
：
　
Bemerkungen　

zu
r　
neuesten　

Kr
itik　
des

　
　
　
mathematisch

en
　
Ko
nv
en
ti
on
al
is
mu
s，

f
fER
M：
E
S，
　
B
d．
84－
H
eft
　
3，
0
c
t．
1
9
56．

　
S
ym
e，
　
R
．
：
Se
ia
nus
　
ol
l
　
t
h
e　
A
ve諏
thl
e
・

　
Ka
u
f
預
a
n
n－
B｛
ih
l
er
，
　
Dl
e
ter
：
H
e
sio
d
　
u
nd　
di
e
　
T
lsi
s
　
i職
der

　
　
　
　
　
O
dy
s
s
e
e．

　
　
D
6r
r
i
e
，
　
H
e
im
・
i
c
h：
Ari
s
top
h
ane
s
’
F
r6s
c
he（
14
3
3－
146
7）
．

　
　
Giangrande，

　
GiusepPe：

　
HerQdianlsmen　

bei　
Eunapios：

　
　
　
　
　
Ein
　
Beitr
ag
　
zu
r
　
Be
l
euc
h
之
u職
9
　
de
r
　
im
i
tat
i
◎
　
i
n　
der

　
　
　
　
　
SP
琶
te
r
en
　
Gr
註
z
i
t護
t
・

　
　
Jeロ
s，
　
Wal
ter：
L
ibe
r
tas
　
bei
　
Tac
i
tus
・

　
T
h
ie
l
sc
h
e
r
，
　
P
a
u
l
：
王
s
t”
M．
瓢
anilii　

As
tr
o織
omicon　

L玉
bri

　
　
　
　
　
V”
ri
cht
19？

　
T
hQ
mp
so
n，
　
E
．
　
A。
：
Co
n
sta
n
tin
e
，
　
Co益
sta
n
tiu
s
　
H
，
　
and　
the

　
　
　
　
　
Low
er　
Da且
u
be　
F
ron
t
ler
．

　
　
B
r6
c
k
e
r，
　
W
al
t
er
：
H
e
rak
l
lt　
zi
t
ier
t
　
A
nax
i
man
d
er・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
コ

RHE王
N夏
SCHES
　
M
US£
σ
M　
FU
R
　
P
HIL
O
LOG
I
E，
　
B
d．
　
XCIX－

Heft　
2．
1
956．

　
　
Me
r
ke
l
b
a
ch
，
　
R
e
i無
hold：
BO
、
魯
K
OA
至
AΣ
TA
茎
（
D
er
　
Wettge・

　
　
　
　
　
sa
捻
g　
d
e
r
　
H
ir
t
e
貧
）
・

郎
蕊
：
礁
煙
霞
舞
螂
・
i
ミ
黙

CJian．
grande，

　
Giuseppe：

　
Vermutungen　

und　
Bemerkungen

　
　
　
zanii　
Te：
　
t’
　
der　
Vitae　
Sophistarum　

des　
Eunapios．

Sander，
　
Erich：
　
Die　
Quellen　

des　
Buches　

IV　
32－
46　
der

　
　
　
Epitome　

des　
Vegetius．

St’
arl〈
，
　
Rudolf：
　
Bemerkungen　

zu　
zwei　
All〈
aios－
Frag－

　
　
　
menten．

Capelle，
　
Anneiuarie　

：
　
1　
latoRisches　

im　
gr6sseren　

Hippias
．

SCHOLASTIK，
　
XXXI　
jahrgang　

（
1956）
，
　
1’
left　
1　
II．

　
Btichel，

　
NVolfgang：

　
lndividualit5t　

und　
Wechse｝

wlrkung

　
　
　
　
　
im　
Bereich　

des　
materiellen　

Seins　
〈
1｛
eft　
1）
．

　
Ivanka，

　
Endre　
：
　
Zum　
Problem　

des　
christlichen　

Neupla－

　
　
　
　
　
tonismus．

　
1．
　
Was　
heisst　

eigentlich　
，
，
　
Christ！

icher　
Neu－

　
　
　
　
　
platonismtis”

？
　
（
1｛
eft　
1）

　
　
YI5ring，

　
Nikolaus　

M．
：
　
Character，

　
Signum　
uncl　
Sign
a－

　
　
　
　
　
culum．
　
Der　
Weg　
von　
Petrus　
Damiani　

bis　
zur　
eige
n一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
tlichen　

Aufnal］
me　
in　
die　
Sakra．
　
nientenlehre　

ini　
12．

　
　
　
Jahrhundert　

（
Heft　
1）
．

Kolping，
　
Adolf：
　
Eine　
Abbreviation　

der　
Albert　

dem

　
　
　
Grossen　

zugeschriebenen　
Messerlclljrttng　

（
geit　
1）
．

Oeing－
Hanhoff，

　
Ludger：

　
Zur　
thomistischen　

Freiheits－

　
　
　
lehre　
（
Heft　
II）
．

H5ring，
　
Nikolaus　

M．
：
　
Character，

　
Signum　

und　
Signacu－

　
　
　
lum．
　
Die　
Einfifhrung　

in　
die　
Sakramententheologie

　
　
　
des　
12．
　
Jahrhunderts　

（
Heft　
II．
）

Beumer，
　
Johannes：

　
Richard　

von　
St．
　
Viktor，

　
Theologe

　
　
　
tmd　
Mystiker　

（
Keft　
II）
．

ζ
ギ
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哲
學
研
総
　
箪
閥
百
瞬
十
九
號

彙

報

　
　
　
外
國
哲
學
者
講
演
・
蓮
綾
講
義
慰
事

　
一
九
五
六
年
夏
よ
り
秋
に
か
け
て
、
外
海
哲
謄
考
の
來
學
多
く
、
文
學

部
内
又
は
大
雛
内
で
講
演
藩
く
は
蓮
綾
講
蘇
脚
を
開
か
れ
た
。
左
に
そ
の
概

要
を
位
置
す
る
。

一
、
ジ
ョ
ン
・
○
・
、
認
ヒ
ー
ソ
博
士
（
ス
タ
ソ
フ
ォ
肇
ド
小
く
墜
教
擾
）
蓮
鱗
蝋

　
　
講
義
（
山
租
都
ア
メ
リ
カ
セ
ミ
ナ
書
主
催
）

　
　
　
通
繹
「
武
田
弘
道
大
阪
市
立
大
學
助
教
授
・
於
文
畢
部
二
番
敷
案

　
第
一
講
　
八
月
二
十
七
田
　
午
前
十
～
十
二
蒔

　
　
　
　
、
．
掛
〇
二
凱
。
巴
国
馨
一
ヨ
暮
o
o
臨
夢
。
＜
勉
ξ
Φ
↓
げ
Φ
o
蔓
o
h

　
　
　
　
ρ
同
。
び
Φ
≦
ぼ
・
ξ

　
第
二
講
　
八
月
二
十
七
田
　
午
後
一
～
三
晦

　
　
　
　
．
、
国
9
凶
8
一
臼
冨
。
蔓
£
。
心
緒
窪
①
O
a
一
き
窪
い
§
曾
奄
β
置
。

　
　
　
　
Q
D
O
げ
O
O
一
冒
と

　
第
三
講
　
八
月
二
十
八
田
　
寸
忠
十
～
十
∴
時

　
　
　
　
．
、
ω
o
露
①
園
㊦
告
①
o
鉱
。
霧
。
旨
讐
①
℃
讐
δ
紛
。
箕
莞
。
隔
9
無
縫
⑦
．
、

一
、
　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
P
・
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
械
日
量
（
ア
マ
！
ス
ト
大
福
鍛
授
）

　
　
講
演
曾
（
京
都
ア
メ
リ
カ
セ
ミ
ナ
ー
霊
界
）

　
　
図
引
　
有
賀
鐵
太
鄭
京
都
大
殿
教
授

　
　
　
十
月
†
三
日
熱
土
）
　
午
後
三
～
五
時
　
於
交
響
部
二
蓉
厳
室

　
　
　
．
．
驚
三
〇
ω
o
葛
瓢
。
巴
↓
養
鳥
一
賦
。
影
船
ぎ
9
0
嫡
乱
心
亀
ω
窪
滞
。
ら
、
、

六
八

一
、
ア
ゲ
ー
ハ
ナ
ン
ダ
楡
ぱ
庶
蓮
縛
［
講
義
（
山
暴
都
哲
學
轟
胃
毛
催
）

　
　
　
漣
謬
　
梶
山
雄
一
文
醗
・
部
助
手

　
　
　
十
帰
九
（
火
）
、
十
（
水
）
、
十
二
曝
（
金
）
、
毎
午
後
三
～
五
時

　
　
　
　
　
於
文
學
部
七
番
教
窒

　
　
　
　
．
．
ぎ
黛
曽
瓢
コ
法
8
0
℃
け
《
＜
冨
ミ
⑦
山
鳩
δ
ヨ
芝
①
焔
焔
碁
ω
冨
昂
α
－

　
　
　
　
O
o
貯
紳
、
”

　
な
ほ
こ
の
他
に
同
博
士
を
園
む
ω
℃
O
o
鑓
臨
q
D
貯
O
o
”
臨
①
コ
。
コ
o
o
が
十
月

十
六
爲
（
火
）
、
十
月
十
八
購
（
木
）
、
午
後
三
時
よ
り
文
學
部
會
讃
室
で
開

か
れ
た
。

一
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
講
演
曾
（
京
四
大
學
生
催
）

　
　
　
逝
諜
　
有
賀
鐵
太
郎
書
論
大
嘗
教
授

　
　
　
十
月
三
十
一
艮
（
水
）
午
後
三
～
閥
・
三
〇
時
　
於
法
纒
四
番
教
室

　
　
　
　
．
、
日
財
①
切
巴
母
謬
8
ω
ザ
。
簿
◎
瞳
図
簿
鱒
昌
。
帯
簿
一
〇
謎
．
．

　
な
ほ
十
月
七
二
（
日
）
に
鞭
定
せ
ら
れ
た
「
ユ
ユ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
イ

デ
ア
ル
し
と
題
す
る
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
博
±
の
、
そ
し
て
脳
十
月
十
七
日

（
’
、
ノ
）
に
漁
以
｛
疋
せ
“
り
れ
み
傷
。
ハ
ー
ナ
レ
ド
・
　
ヘ
ラ
！
繍
阿
十
｛
（
ユ
ニ
オ
ン
壷
ハ
學
教

授
）
の
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
i
そ
の
津
南
と
椙
遽
し
と
題
す
る
講

演
禽
は
夫
々
講
師
の
都
合
に
よ
り
中
止
せ
ら
れ
た
。
又
十
一
月
六
鷺
（
火
）

よ
り
同
ナ
四
日
（
承
）
迄
『
歴
慶
と
實
存
し
と
題
し
て
行
は
れ
た
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ク
ナ
ウ
ス
博
士
の
醤
學
集
中
講
義
は
、
上
記
ア
ゲ
…
ハ
ナ
ン
ダ
櫨
…

漫
の
講
嚢
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
又
は
発
部
を
課
出
し
、
前
後
し
て
近
く

本
誌
に
掲
載
す
る
鞭
当
て
あ
る
”


